
１　学習の到達目標

２　学習の計画
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第１２章
近代国家の成立

評価の材料等

中間考査

②大衆文化の前提となる教育の普及・発展、マスメディア
の発達について理解する。

①日清・日露戦争前後にかけて資本主義国家の基礎が確立
された過程を、産業革命や近代産業の発展に着目して理解
する。

１　明治維新と富国強兵

２　立憲国家の成立

・授業中の様子
・グループワークへ

の取り組み
・ワークシートへの

取り組み
・確認テスト

②第一次世界大戦が日本の社会経済や政治に及ぼした影響
について、欧米・アジア経済との関係や政党内閣の成立な
どと関連させて考察する。

②開戦に至る国際関係や、日露戦争の経過、戦後の日本の
国際的地位の変化と植民地支配の推進について、諸外国の
動向と関連づけて考察する。

２　第一次世界大戦と日
本

１　日清・日露戦争と国
際関係

②民主主義的風潮による社会運動の動向を理解するととも
に、普選運動など政党政治の発展から二大政党による政党
内閣制成立に至るまでの意義について考察する。

評価の材料等

①伝統的な文化のうえに欧米文化を摂取するなど二元性を
もって成立した近代文化の特色について、政治・経済・外
交などの視点をもって考察する。

令和８年度　　　　　地理歴史科　　「　　日本史探究　　」シラバス

教科書

単元名

社会的事象の歴史的な見方・考え方を働かせ，課題を追究したり解決したりする活動を通して，広い視野に立ち，グローバル
化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家および社会の有為な形成者に必要な公民としての資質・能力を育成する
ことを目指す。

３　ワシントン体制

第１３章
近代国家の展開

②義務教育の普及・定着とともに、国家主義的教育が浸透
していくことを理解する。

②近代産業の発展にともなう社会問題(労働問題・公害問
題)の発生と政府の対応について考察する。

・授業中の様子
・グループワークへ

の取り組み
・ワークシートへの

取り組み
・確認テスト

１　近代産業の発展

２　近代産業の発達

３　市民生活の変容と大
衆文化

第１４章
近代の産業と生

活

①労働者や都市中間層の拡大による大衆社会の基盤の成立
に着目し、都市化や市民生活の変化を踏まえて、大衆文化
の特色について考察する。

学習項目 学習内容や学習活動

①明治新政府の制度改革や富国強兵・殖産興業政策に着目
して、政治的変革と国家的統一過程を理解する。

①政府の強力な中央集権体制への志向のもとで、自由民権
運動の始まりから立憲国家の成立に至る間、近代国家の基
盤が形成されていく過程を考察する。

②大日本帝国憲法の性格について具体的・多角的に理解す
る。

１　恐慌の時代

２　軍部の台頭

第１５章
恐慌と第二次世

界大戦

②恐慌から脱出し、国家主義が高揚する中で、五・一五事
件から二・二六事件にかけて、軍部の影響力が増大してい
く過程を考察する。

②欧米文化・思想の導入と近代化政策に対する士族反乱・
農民一揆の発生と、言論闘争への転換を理解する。

③明治初期の対外政策について、欧米への対応とアジアに
対する外交政策の違いについて考察する。

①東アジアをめぐる国際環境が変容する中、国家的課題で
あった不平等条約の改正交渉が進展した過程や、朝鮮問題
から日清戦争に至る経緯について理解する。

①第一次世界大戦前後の政治の動向および対外政策の推移
について、政党政治の発展や日本の中国進出の状況を踏ま
えて理解する。

②社会主義運動の高揚と国家主義の台頭による軍部の政治
的進出を踏まえて、協調外交が挫折していく過程を考察す
る。

学習内容や学習活動

①日本の対外政策の推移について、世界情勢や軍部の政治
的進出に着目して、政党内閣の崩壊や国際的孤立の過程に
ついて理解する。

３単位 学科・学年・学級 ３年文系選択

副教材等 新詳　日本史（浜島書店）詳説　日本史（山川出版社）

単位数

期末考査

第
１
学
期

①戦後恐慌から昭和恐慌に至る国内経済の動揺について、
国内・国外の経済状況と対策に着目して理解する。

①ワシントン体制に至る国際的協調体制の進展など国際環
境の推移を、日本の立場に着目して理解する。

・授業中の様子
・グループワークへ

の取り組み
・ワークシートへの

取り組み
・確認テスト

第
2
学
期

単元名 学習項目



10

11

12

学
期

月

３　評価の観点

４　評価の方法

５　担当者からのメッセージ（確かな学力を身に付けるためのアドバイス、授業を受けるに当たって守ってほしい事項など）

２　冷戦の終結と日本社
会の変容

第１８章
激動する世界と

日本

1

・授業中の様子
・グループワークへ

の取り組み
・ワークシートへの

取り組み
・確認テスト

第
3
学
期

②戦後政治の動きを踏まえて、集大成となる日本国憲法制
定の意義を考察する。

②冷戦構造の中で日本が国際社会に復帰したことについ
て、日本の国際連合への加盟、米国・中国・大韓民国との
関係に着目して、独立回復後の日本の動きを考察する。

１　占領と改革

２　冷戦開始と講和

１　５５年体制

２　経済復興から高度経
済成長へ

第１６章
占領下の日本

第１７章
高度成長の時代

１　経済大国への道

中間考査

３　第二次世界大戦

第１５章
恐慌と第二次世

界大戦

①朝鮮特需による経済復興とその後の高度経済成長につい
て、経済の国際化と国内の技術革新などの側面に着目して
考察する。

①日中戦争の勃発から太平洋戦争の突入に至る過程につい
て、国民生活の変化や諸統制に着目して全体主義的な国家
体制の進展を考察する。
②第二次世界大戦について、国家間の相違や総力戦の特色
を踏まえ、この戦争が空前の惨禍をもたらした点に着目し
て、平和で民主的な国際社会の実現に努める重要性を認識
する。

[知識・技能]　[思考・判断・表現]　[主体的に取り組む態度]の３つの観点別評価の基準に従って、総合的に評価を行う。
原則として定期考査、確認テスト、レポート等の提出物の内容、ディスカッションや発表などのグループワーク、授業時の様
子を基に総合的に評価する。

　世の中の出来事には因果関係が存在します。因果の「結果」」の部分は、教科書・資料集に掲載されています。もしかした
ら単語だけ覚えてたら「得点」が取れるかもしれません。しかし、それは理解したといえるのでしょうか。授業では因果の
「原因」に注目して進めていきます。「なぜそうなったのか？」「なんで？」「なぜ？」という、穴埋めだけでは埋まらない
「なんで？」「なんで？」という箇所を突き詰めていきましょう。因果関係に注目していくと現在世界で起きている問題の解
像度が高くなっていくはずです。

①独立後の日本国内政治について、衆議院を保守・革新の
二大勢力が占める55年体制の成立から安定した保守政権と
なるまでの経過を理解する。

主体的に学習に
取り組む態度

我が国の歴史の展開に関わる諸事象について，地理的条件や世界の歴史と関連づけながら総合的にと
らえて理解しているとともに、諸資料から我が国の歴史に関する様々な情報を適切かつ効果的に調べ
まとめる技能を身につけるようにする。

我が国の歴史の展開に関わる事象の意味や意義、伝統と文化の特色などを、時期や年代、推移、比
較、相互の関連や現在とのつながりなどに着目して、概念などを活用して多面的・多角的に考察した
り、歴史にみられる課題を把握し解決を視野に入れて構想したり、考察、構想したことを効果的に説
明したり、それらをもとに議論したりする力を養う。

我が国の歴史の展開に関わる諸事象について、よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に探究しよ
うとする態度を養うとともに、多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国民として
の自覚、我が国の歴史に対する愛情、他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚など
を深める。

期末考査

②消費革命による社会の変貌と、経済成長がもたらしたひ
ずみである社会問題について理解する。

②科学技術・産業の発達によって派生する環境問題やエネ
ルギー問題などの日本の課題とそれに対する日本の役割を
認識する。

思考・判断・表現

知識・技能

②高度成長が終焉し、保守政権が動揺する中、２度にわた
る石油危機を乗り越え、経済大国としての道を歩み始めた
日本の状況を多面的・多角的に考察する。

①ドル＝ショックや石油危機を踏まえて、主要先進国首脳
会議が開かれた意義を理解する。

①冷戦体制の終結とそれに関わる国内の状況について、日
本の政治・外交・経済・生活文化面を踏まえて多面的・多
角的にとらえる。

・授業中の様子
・グループワークへ

の取り組み
・ワークシートへの

取り組み
・確認テスト

・授業中の様子
・グループワークへ

の取り組み
・ワークシートへの

取り組み

単元名 学習項目 学習内容や学習活動 評価の材料等

第
2
学
期

①東アジア情勢の変化を踏まえ、連合国による占領が終結
して日本が独立した意義を考える。

②連合国による日本占領の終結と、その後の日米関係の継
続について、様々な国の立場から考察する。

①戦後の世界秩序を踏まえ、占領政策および戦後の民主化
政策とそれにともなう諸改革について、その経過と内容を
理解する。


